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一般社団法人サードパス 

2015年度事業報告書 

（2015年 10月 1日～2016年 9月 30日） 

 

 

1. 勉強会事業 

i. 月１回、医療従事者を対象とした対話のためのワークショップ「irori（いろり）」を開催した。 

 ●第 10回 2015/10/23（金） 

「地域のステークホルダーをつなぐ技術とは」 

～チーム作りとファシリテーションを本気で学ぶ！ノンテクニカルスキル講座～ 

メディカルアートディレクター／医療教育団体Medipro!代表 佐藤 和弘 さん  

●第 11回 2015/11/28（土） 

「地域包括ケアにおける多機関・多職種協働の場づくりを学ぶ」 

～都心の港区で、医師会や行政との協働体制はどのように生まれたのか？～ 

国際医療福祉大学 看護学科 講師／成田 看護師・社会福祉士事務所 所長 成田 光江 さん 

●第 12回 2015/12/04（金） 

「地域医療構想と地域包括ケアシステムについて、高知県を例に学ぶ」 

高知医療再生機構 企画広報戦略担当 特任医師 伴 正海 さん 

●第 13回 2016/01/17（日） 

「Medical / Care × Workshop ＝？」 

～なぜ医療・介護領域でワークショップが必要なのか 現場での実践例から～ 

和泉ワークショップデザイン事務所 代表／場創師 和泉 裕之 さん 

●第 14回 2016/02/08（月） 

「ワンブロックでデザインする未来の医療とコミュニティ」～医療×コミュニティデザイン 

をテーマに、レゴ®シリアスプレイ®メソッドを体験してみよう！～  

Toynon LLC代表・(社)ビジネスモデルイノベーション協会理事 山本 伸 さん 

●第 15回 2016/03/17（木） 

「患者が望む、地域医療構想と地域包括ケアシステムとは？」 

NPO法人ささえあい医療人権センターCOML理事長 山口 育子 さん 

●第 16回 2016/04/07（木） 

「住民・行政・医療者の三位一体による医療づくりとまちづくり」 

～福井県高浜町のとりくみから学ぶ 住民が守り育てる地域医療～ 

福井大学医学部地域プライマリケア講座／高浜町和田診療所 講師 井階 友貴 さん 

●第 17回 2016/05/17（火） 

「地域包括ケアにおける医師・看護師・薬剤師の役割」 

～2016年診療報酬改定のポイントから読み解く、これからの医療～ 

国際医療福祉大学大学院 教授 武藤 正樹 さん 
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●第 18回 2016/06/16（木） 

「どうなる？これからの医療政策 その課題と展望」 

～国民皆保険制度の本質を理解し、今後の医療政策のあり方を考える～ 

政策研究大学院大学 教授 島崎 謙治 さん 

●第 19回 2016/07/15（金） 

「地域包括ケアの実現に向けて、私たちにできること」 

NPO法人 Co.to.hana代表／デザイナー 西川 亮 さん 

●第 20回 2016/8/9（火） 

「地域の主役はいったい誰なの？」 

～地域包括ケアを担当する市町村職員が見たものは！？～ 

千葉市保健福祉局 地域包括ケア推進課 医療政策班 主査 久保田 健太郎 さん 

●第 21回 2016/9/13（火） 

「誰かとつながることで、医療は変わる？」～サードパス活動報告会＆参加者交流会～ 

  

  

  

【写真】iroriワークショップの様子 
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ii. 地域内で出張 iroriワークショップを開催した。 

＜リエゾンファーマシーセミナー＞ 

さいたま市にある複数の調剤薬局薬剤師が毎回 10名程度参加して行われた。 

●第 1回：2015/12/22（火）＠北浦和カルタスホール 

 テーマ「疑義照会について」 

●第 2回：2016/3/18（金）＠アイン薬局浦和店待合室 

 テーマ「アドヒアランス向上に向け調剤薬局に出来る事～具体的事例から考える患者目線とは」 

ミニレクチャー「患者さんから見た薬剤師」くすりの適正使用協議会 栗原理さん 

●第 3回：2016/9/5（月）＠アイン薬局浦和店待合室 

 テーマ「コンコーダンスに関する情報共有」 

ミニレクチャー「薬剤師が行うコンコーダンスの実際」望星薬局システム開発課 野田政充さん 

  

【写真】リエゾンファーマシーセミナーの様子 

 

 

iii. その他、企業等との協働により、様々な場作り活動を行った。 

●2016/2/18（木） 営業支援の会（製薬企業の営業支援部門担当者勉強会） 

●2016/3/10（木） 医療系広告代理店 社内ワークショップ 

●2016/6/6（月） Health 2.0 Japan Meetup vol.1 

 

【写真】Health 2.0 Japan Meetup vol.1の様子 
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2. 助成金を活用した事業 

 

i. 医療従事者向け継続教育オンラインプログラムの開発（KDDI財団助成事業：～2016/5） 

 パイロット版の映像教材を作成し、サードパスのホームページと YouTubeチャンネルにて

公開した。（ノンテクニカルスキルシリーズ＃1～16、リーダーシップについて、計 19 種） 

 

【図】サードパスの YouTubeチャンネルの Web画面 

 

 2015/11/22-23に開催された医療の質・安全学会にて、サードパスのブースを出展し、動画

教材に関するアンケート調査を行った。 

 【写真】ブース出展の様子 

 

ii. 多職種連携を促進するワークショッププログラム「irori（いろり）」の開発・普及 ～効果的な

多職種ワークショップ運営マニュアルの作成～（勇美記念財団助成事業：～2016/8） 

 医療従事者・関係者へのヒアリングを通じて、現在自主的に行われている勉強会や研究会の

運営に於いて、どのような課題があるかを把握した。 

 サードパスで「irori」ワークショップの運営に携わってきたスタッフが、そのノウハウを文

章にまとめ、「医療現場のコミュニケーションと学びが活性化する『ワークショップ実践マ

ニュアル』人が、現場が、もっといきいきするための仕掛けのヒント」として、PDF と印

刷冊子として公開した。 
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■ B5版 

■ 表紙フルカラー／ 

本文モノクロ 

■ 85ページ 

 

 

【図】ワークショップ実践マニュアルの概要 

 

本活動の詳細は、勇美記念財団Webページ上の活動報告書に記載 

リンク）http://www.zaitakuiryo-yuumizaidan.com/main/result.php?year=2015&type=1#3294 

 

iii. 医療関係者の多職種・地域連携を促進するワークショップ「irori（いろり）」の運営と記録紙の

発行（大阪コミュニティ財団 山口淑子友愛基金（社会福祉の増進）：2016/4～2017/3） 

 実施したワークショップの内容を音声と写真で記録。 

 今後も、irori ワークショップ、出張ワークショップの活動を続けながら、実施したワーク

ショップの内容を記録紙にまとめ、Web 上で公開する他、企業等の協賛を得て、医療従事

者・関係者への配布を行う予定。 

 

以上 

  

内容 Contents 

第１章：ワークショップって何だろう 

●ワークショップの定義／●医療現場の課題とワークショップの意義／●なぜ

医療にワークショップが必要なの？ 

第２章：ワークショップを企画してみよう 

●目的を考えよう！／●参加者はどんな人？／●仲間を見つけよう！ 

第３章：ワークショップを設計しよう 

●ワークショップの構成を考えよう！／●ワークショップの流れをみてみよ

う！／●ワークショップの中身を考えよう！／●アイスブレイク手法を使って

みよう！／●話し合いの手法を知ろう！ 

第４章：ワークショップを準備しよう 

●準備の流れ／●日程・時間を検討しよう！／●会場を確保しよう！／●予算を

考えよう！／●告知をしよう！／●運営の段取りを決めよう！／●準備物をチ

ェックしておこう！／●会場のセッティングをしよう！／●いよいよ当日！ ワ

ークショップを楽しもう 

第５章：ワークショップの振り返りをしよう 

●振り返りの大切さ／●記録しておこう！／●レポートにまとめよう！／●アン

ケートをとっておこう！／●参考）連携活動評価指標 

第６章：Ｑ＆A こんなとき、どうする？ 

第７章：全国の実践例を参考にしよう 

●世田谷区若手医師の会  神津 仁さん）／●みんくるカフェ  孫 大輔さん）／

●港区医師会地域包括ケア研究会 成田 光江さん）／●たかはま地域医療サポ

ーターの会 井階 友貴さん）／●医療法人大誠会グループ内での継続研修 山

本 伸さん） 

第８章：参考図書紹介・お役立ち情報 

http://www.zaitakuiryo-yuumizaidan.com/main/result.php?year=2015&type=1#3294
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一般社団法人サードパス 

貸借対照表 

（2016年 9月 30日現在） 

 

   （単位：円） 

資産の部 負債の部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流動資産   流動負債   

現金預金 829,278 未払金 1,750,000 

商品券 20,000 流動負債合計 1,750,000 

流動資産合計 849,278 負債の部合計 1,750,000 

固定資産   純資産の部 

工具器具備品 74,237 元入金 0 

固定資産合計 74,237 控除前所得計 -826,485 

    純資産合計 -826,485 

    純資産の部合計 -826,485 

資産合計 923,515 負債・純資産合計 923,515 
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一般社団法人サードパス 

損益計算書 

（2015年 10月 1日～2016年 9月 30日） 

  （単位：円） 

科目 金額 

Ⅰ経常収益     

１．事業収益     

ワークショップ収益 363,660   

書籍販売益 22,900   

eventmedi.net 収益 7,120   

Health 2.0 収益 38,143   

２．受取寄付金 1,000   

３．受取助成金 300,000   

４．その他収益     

受取利息 94   

経常収益計   732,917 

Ⅱ経常費用     

１．事業費     

事業所賃貸料 195,923   

外注費 128,822   

荷造運賃 11,672   

広告宣伝費 290,623   

会議費 12,037   

旅費交通費 2,714   

通信費 17,685   

新聞図書費 2,160   

支払手数料 2,916   

貸借料 65,300   

支払報酬料 195,244   

事業費計 925,096   

２．管理費     

事業所賃貸料 195,922   

消耗品費 31,280   

租税公課 70,000   

減価償却費 29,694   

管理費計 326,896   

経常費用計   1,251,992 

税引前当期純利益   -519,075 

法人税、住民税及び事業税   70,000 

当期純利益   -589,075 

 


